
たけのこ通信
今年は記録的な猛暑や大雨が続きましたが時間と共にやわらぎ幾分過ごしやすい季節となりました。利用者の

皆さん達も熱中症や体調を大きく崩す事無く夏を乗り切り過ごしています。また夏休み期間中は感染症予防に

留意しながら外出や内部行事を楽しんでいました。それでは学園内での様々な思い出を写真にてご覧下さい。

地域交流行事として開催してきました「ハロウィン祭」ですが、令和4年度も施設内行事として利用者の皆さんと

職員で執り行うことになりました。昨年に引き続き中止の決断はとても残念ではありますが行事開催を心持ちに

された方々には重ねてお詫び申し上げます。新型コロナウイルスの終息と、令和5年度にハロウィン祭が再開でき

ることを願いたいと思います。引き続き、皆様のご理解とご協力の程を宜しくお願いします。
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長かった夏休みも終わり2学期が始まりました。夏休み中はドライブ外出やキャンプなど、限られた中でできる限りの思い出作りが

出来ました。コロナウイルスの感染者数も高止まりの状態が続いており終息が見通せない中ですが、より一層感染予防に努め、コロ

ナに負けず日々の生活の中で体力増進・健康作りに励んでいきたいと思います。引き続きご協力よろしくお願い致します。※お小遣

い帳や実績表の確認をお願いしております。来園する際は、判子をご持参して頂けますようお願い致します。

今年の夏休みは、天候やコロナウイルスの影響も大きく、記録的な降水量・感染者数となりました。そんな中でしたが、プランター

や畑で育てた野菜も大きく育ち、甘いトマトや少し苦手なピーマンを収穫。自分たちで育てた野菜はいつもより美味しく感じます

🍅夏休み後半は、感染予防の日々で利用者の皆さんやご家族には、ご迷惑をおかけしました。まだまだ油断できない日々が続きま

すが、みんなで協力して乗り切りたいとおもいます。※お小遣い帳や実績表の確認をお願いしております。来園する際は、判子をご

持参して頂けますようお願い致します。

6月以降全国的に新型コロナウイスルヘの感染予防対策が緩和され、各種イベントの開催やそれに伴う三密な状況が身近なところで

も増えました。人的交流が活発となった事で国内の感染者が爆発的増加し、秋田県内でも連日感染者が1000人を超える状況が続いて

います。市中の感染拡大を受け、施設独自の対応策としまして、帰省・外出・面会の家族交流について現在制限を設けさせていただ

いております。期間が延長する事で保護者の皆様へはご心配やご不便をお掛けする事となりますが、一旦施設内で感染が発生すると、

利用者の皆さんへ長期的に制限された生活をお願いする状況となってしまいます。まずは、施設へ持ち込まないといった予防対策を

徹底していきたいと考えておりますので、保護者の皆様におかれましてはご理解とご協力をどうかよろしくお願い致します。

前号でも記載しておりますが、今年度は高等部3年生の利用者が5名在籍されており、卒業後の進路調整を行っております。感染拡大

のため、施設見学や体験利用が一時的に停滞しておりますが、感染予防に留意し関係機関と連携する事で、利用者の皆さんが安心し

て次のステージへ移行出来るよう進路調整へ取り組んでゆきたいと考えております。

インフルエンザ予防接種について

日程が決まりましたのでお知らせします。当日は学校を早退して行います。

接種には保護者の方の承諾書が必要です。後日、承諾書の記入をお願いします。

1回目：11／10（木）15：00（入所者全員）2回目：12／1（木）15：00（13歳未満の入所者）


